
核融合施設では、D-T反応やD-D反応などで発生する高エ
ネルギー中性子や二次ガンマ線の遮蔽、さらにはトリチウム
の閉じ込めまで、複合的な放射線安全対策が求められます。
当社は30年以上にわたる遮蔽技術の開発や放射線安全管

理の実務実績を活かし、現在計画が進められている原型炉や
民間企業による核融合発電実証プラントまで、多様な核融合
施設の設計・建設を支援します。

核融合施設の建設を支える
中性子遮蔽・放射線安全管理技術

技術の概要

核融合の実現に貢献する安藤ハザマの技術

当社の強み

当社は業界唯一の放射線実験室を保有し、モンテカルロ輸
送コード（MCNP、PHITS）を駆使した遮蔽解析、自社開発
の中性子遮蔽材、BIM連携による3次元線量評価まで、核融
合施設建設に必要な技術を保有しています。
設計から施工まで一気通貫に対応することで、合理的な遮

蔽設計と放射線安全設備計画が可能となり、過剰設計を排除
したコスト最適化を実現します。

核融合建屋の遮蔽解析モデル(上)と
放射線挙動解析例(下)

中性子遮蔽コンクリート 電気絶縁鉄筋

 中性子遮蔽性能は普通コンク
リートの約1.4～1.7倍（30～40％
厚さ低減）

 強度、長期耐久性などは普通コ
ンクリートと同等

 研究施設や先端医療施設での採
用実績あり

 数値シミュレーション解析（放射
線安全解析）により、放射線遮蔽
を合理化

 解析結果を確認する放射線実験施
設を技術研究所内に有する

 那珂フュージョン科学技術研究所
と放射線安全評価に係る共同研究
を10年以上継続

 高磁場環境による鉄筋の磁化防止
を目的とした電気絶縁鉄筋を開発

 那珂フュージョン科学技術研究所
の建屋への採用実績あり

確かな技術と情熱で、核融合施設の建設をトータルサポート！

中性子遮蔽コンクリートの開発 遮蔽解析技術 電気絶縁鉄筋の開発

中性子利用施設の設計・施工実績 技術研究所 放射線実験室

放射化抑制技術の開発 遮蔽設計とBIMの連携 レーザー除染技術の開発

ロボットアーム
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レーザー

施設スタッフの無用な被曝抑制や、放射性廃棄物の発生の
原因となる放射化の抑制にも取り組んでいます。

生産性を向上させるため、BIMを用いた建物の設計・施工が
主流となっています。核融合施設の設計においても、放射線
遮蔽解析結果をBIMへ取り込んで線量分布を可視化し、検証
等を行うことが可能です。

 放射性汚染（表面汚染）を対象とする除染システムで、
レーザーの熱反応を利用して部材表層部分を除去します。

 形状の入り組んだ複雑な部位や狭隘箇所に対しても適用が
可能で、汚染箇所の除去範囲を最小化し、発生する放射性
廃棄物の量を抑制できます。

除染後

除染前

レーザー除染システムの構成例 適用事例（ステンレス製タンク）

除染率：95%（汚染核種：3H）

※BIM：Building Informaiton Modeling

粒子線医療施設への適用例放射化抑制材料の一例

遮蔽実験の様子

中性子検出器

試験体

遮蔽扉の奥に実験室
があります

遮蔽扉（厚さ1m）※

※ステップバック方式

医療施設

南東北BNCT研究センター

研究施設

J-PARCビームライン遮蔽体

フレキシブルシート

板

中性子利用施設での適用実績あり
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